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123万人

基幹的農業従事者

240万人

４.農村集落機能の維持

現行の食料・農業・農村基本法【1999年制定】

現行基本法制定後の約20年間における情勢の変化

１.国民一人一人の食料安全保障の確立 ２.持続可能な農業・食品産業への転換

３.生産性の高い農業経営の育成・確保

現行基本法の基本理念や主要施策等の見直しの方向性

食料・農業・農村基本法の見直しについて

今後20年を見据えた予期される課題
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世界人口

国内人口は減少 高齢化率は上昇

08年ピーク 29％
（20年） 9戸以下の集落が増加

純輸入額

食料・農業・農村基本法ホームページ：https://www.maff.go.jp/j/basiclaw/index.html
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